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Ⅰ．はじめに 
国土交通省と東京都では、東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）（以 
下、外環という）について、計画の初期段階から幅広く意見を聴きながら検討を

行ってきました。 

構想段階では、平成１３年に「計画のたたき台」、平成１５年に「方針」を公

表し、ＰＩ外環沿線協議会等様々な場を活用して、幅広く意見を聴きながら、そ

の必要性等の検討を行ってきました。その検討を踏まえ、平成１７年には外環の

整備による首都圏の交通渋滞や環境の改善、経済効果、都市再生に果たす役割等

から、沿線地域をはじめ首都圏全体として、外環の必要性は高いと判断し、構想

段階を終了しました。 
次の計画段階では、計画概念図を公表し、外環整備に伴う地域環境への影響や

対策について、より詳細な検討を行い、東京都知事が平成１９年４月に道路構造

を高架方式から地下方式に変更する都市計画変更決定を行い、計画段階を終了し

ました。また、同年１２月の第３回国土開発幹線自動車道建設会議の議を経て、

国土交通大臣は建設線の区間、主たる経過地などの基本計画を決定しました。 

今後事業を実施した際に、外環事業をよりよいものとするため、地域の課題に

対してどのような対応が可能か具体的に検討していく必要があります。これまで、

今後のＰＩについて、ＰＩ外環沿線会議でのご意見、「外環ジャーナル」や「ホ

ームページ」を活用して住民の方から頂いたご意見、有識者の方々からのご意見

など多くのご意見を頂きました。国土交通省と東京都では、これらの意見を参考

にしながら、環境対策やまちづくりなど多岐にわたる地域の課題を地域ごとに整

理し、その対応の方針をまとめることとしました。とりまとめにあたり、国土交

通省と東京都は沿線区市と協力し、地域のみなさんの意見や考え方を取り入れる

ため、平成２０年１月から、沿線の区市において地域の実情にあわせた地域課題

検討会を順次開催し、今年９月には、その時点の実施状況について公表したとこ

ろです。 
  本冊子は、地域課題検討会について、国土交通省と東京都が沿線区市と共にと

りまとめたものです。 

図 検討の経緯と今後の進め方 


